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牛
家
か
ら
テ
レ
ビ
中
継

　　

X
月
1
7
日
は
4
8
回
目
の
牧
水
忌

　
牧
水
先
生
が
な
く
な
っ
た
の
は
昭
和

三
年
九
月
十
七
日
で
、
こ
と
し
は
四
十

八
回
忌
に
あ
た
り
ま
す
。
生
地
坪
谷
で

は
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
毎
年
牧
水
祭

が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
十
七
日
に
は
、
午
前
十
時
三
十

分
か
ら
和
田
越
に
あ
る
歌
碑
前
で
神
事

が
行
な
わ
れ
、
那
須
一
二
さ
ん
（
七
、
．
）
の

朗
詠
の
な
が
れ
る
な
か
を
、
坪
谷
中
一

年
生
の
三
浦
ゆ
り
さ
ん
と
那
須
い
つ
子

さ
ん
が
歌
碑
に
酒
を
そ
そ
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
坪
谷
中
三
年
生
と
越
表
分

校
の
二
二
二
年
生
三
十
六
人
が
、
歌
碑

に
刻
ん
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
…
…
」

の
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
牧
水
祭
に
さ
き
だ
ち
、
九
月
十
三
日

に
は
、
牧
水
生
家
か
ら
テ
レ
ビ
の
中
継

放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
M
R
T
テ
レ
ビ

制
作
の
「
ワ
イ
ド
サ
タ
デ
ー
」
の
番
組

纏更東郷町役場

の
中
で
、
午
後
三
時
か
ら
四
時
ま
で
の

一
時
間
に
わ
た
っ
て
、
福
岡
県
箱
崎
宮

の
「
放
生
会
．
．
一
と
の
二
元
中
継
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
放
送
局
の
ス
タ
ッ
フ
ニ
十

人
と
司
会
者
の
柴
田
美
保
子
さ
ん
が
生

家
を
訪
れ
、
塩
月
先
生
の
解
説
で
、
牧

水
先
生
の
歌
に
あ
ふ
れ
る
恋
や
母
・
ふ

る
さ
と
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
に
う
つ
し
出
さ
れ
る
ふ
る
さ

と
の
美
し
さ
が
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
浦
治
郎
吉
さ
ん
、
塩
月
景
幸
さ
ん
、

矢
野
文
雄
さ
ん
、
東
村
吉
市
さ
ん
、
三

浦
イ
チ
さ
ん
、
吉
田
郁
子
さ
ん
ら
の
朗

詠
、
坪
谷
中
の
短
歌
ク
ラ
ブ
、
コ
ー
ラ

ス
部
の
み
な
さ
ん
も
特
別
に
出
演
し
、

ふ
る
さ
と
紹
介
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

第
三
日
曜
日
（
十
九
日
）
は
家
庭
の
日

⑱
識醗

．
幽
｛

重
日

秋
分
の
日
を
す

ぎ
る
と
、
さ
す
が

に
秋
だ
な
あ
と
思
わ
せ
ま
す
。

▽
残
暑
も
お
わ
り
、
ま
だ
寒
さ
に
は

間
の
あ
る
こ
の
ご
ろ
、
秋
の
夜
長
を

毎
晩
む
だ
話
を
し
て
時
間
を
す
ご
し

て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
す
。
わ
子
き
ん
に
と
っ
て
も
、
今

が
勉
強
に
取
り
く
む
絶
好
の
季
節
で

す
。
燈
火
親
し
む
べ
き
候
と
か
、
ふ

だ
ん
い
そ
が
し
く
て
新
聞
も
ろ
く
に

篭
め
な
い
と
い
う
か
た
も
、
お
子
さ

ん
に
つ
き
合
っ
て
、
昼
間
続
み
切
れ

な
か
っ
た
新
聞
を
ま
と
め
て
続
み
返

し
て
み
ま
し
よ
う
。

▽
申
央
公
民
館
の
図
書
室
に
は
約
七

百
冊
の
図
書
が
お
い
て
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
利
用
状
況
は
あ
ま

り
好
成
積
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
、

教
育
委
員
会
で
は
二
十
七
日
か
ら
は

じ
ま
る
「
続
書
週
間
」
を
機
会
に
、
じ

っ
く
り
ま
と
ま
っ
た
本
を
お
続
み
に

な
る
よ
う
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

い
つ
く
に
か
父
の
聲
・

き
こ
ゆ
こ
の
古
き
夫
〔

き
な
る
家
の
秋
の
ゆ

ふ
べ
に
　
　
　
牧
水



2郷回報町1昭50．10

秋のスポーツ行事決まる体1だよ．り．

／／

●　　●

｝
つ

よしみんな参加

10月19日に町民体育祭

　
町
体
育
協
会
で
は
、
こ
の
秋
の
ス
ポ

ー
ツ
行
事
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
く
こ
と

で
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
は
近
く
開
か
れ
る
理
事
会
で
決
定
さ

れ
ま
す
。

町
民
体
育
祭

一、

J
催
の
主
旨

本
体
育
祭
は
広
く
住
民
の
間
に
ス
ポ

！
ッ
を
振
興
し
て
、
そ
の
普
及
発
展
を

図
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
、
明
朗

で
豊
か
な
人
間
性
を
助
長
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
二
、
実
施
方
針

9
　
町
民
の
体
育
祭
で
あ
る
．
、
す
べ
て

の
町
民
が
相
集
い
、
そ
の
体
力
に
応
じ

て
参
加
す
る
親
睦
の
場
で
あ
る
。

口
　
競
技
は
、
単
に
勝
負
を
競
う
ば
か

り
で
な
く
、
参
加
者
も
観
衆
も
と
も
に

楽
し
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
．

　
三
、
期
　
日

　
十
月
十
九
日
（
第
三
日
曜
日
）
．
．
た

だ
し
、
雨
天
の
と
き
は
十
月
二
十
六
日
。

　
四
、
会
　
場

　
町
営
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
五
、
参
加
資
格

の
　
東
郷
町
の
住
民
で
あ
れ
ば
参
加
で

き
る
。
た
だ
し
、
公
民
館
長
よ
り
提
出

さ
れ
る
選
手
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
。

⇔
　
選
手
の
変
更
登
録
は
、
そ
の
種
目

の
競
技
開
始
前
二
十
分
ま
で
と
し
、
そ

の
後
の
変
更
は
認
め
な
い
．
．

　
六
、
年
齢
制
限

　
年
齢
別
の
競
技
種
目
で
の
年
齢
は
満

年
齢
と
し
、
十
月
十
九
日
が
基
準
日
。

年
齢
を
明
確
に
す
る
た
め
、
申
込
書
（
選

手
名
簿
）
に
生
年
月
日
を
記
入
す
る
。

　
七
、
出
場
制
限

　
徒
走
競
技
並
び
に
団
体
競
技
に
つ
い

て
は
出
場
回
数
の
制
限
は
し
な
い
が
、

リ
レ
ー
二
種
目
に
同
一
選
手
の
出
場
は

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
職
場
対
抗
リ
レ

ー
は
除
く
．
、

　
八
、
表
　
彰

0
　
各
種
目
の
最
高
記
録
者
に
賞
状
、

リ
レ
ー
の
優
勝
チ
ー
ム
に
優
勝
旗
ま
た

は
カ
ッ
プ
を
援
与
す
る
。

口
　
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
る
。

白
　
体
育
祭
当
日
、
応
援
の
状
況
並
び

に
参
加
選
手
を
は
期
し
、
体
育
祭
の
運

営
に
努
力
し
た
公
民
舘
に
、
努
力
賞
を

お
く
る
。

　
九
、
種
目
と
参
加
人
員

〔
男
子
〕
▽
百
材
（
2
5
歳
以
下
・
2
6
歳

～
2
9
歳
・
3
0
代
・
4
0
代
・
5
0
歳
以
上
）

▽
二
百
）
川
（
学
生
・
一
般
）
▽
千
五
百

厨
、
▽
五
千
層
、
△
八
百
層
リ
レ
ー
、

▽
年
齢
別
リ
レ
ー
（
小
学
一
年
～
三
年

生
・
小
学
四
年
～
六
年
中
・
中
学
生
・

10

縺
E
2
0
代
・
5
0
代
・
4
0
代
）

〔
女
子
L
▽
六
十
厨
へ
1
0
代
・
2
0
歳
～

24

ﾎ
・
2
5
歳
～
2
9
歳
・
3
0
代
・
4
0
代
）

▽
百
耕
（
学
生
・
一
般
）
▽
四
百
訂
リ

レ
ー
、
▽
年
齢
別
リ
レ
：
（
小
学
一
年

～
三
年
生
・
小
学
四
年
～
六
年
生
・
申

学
生
・
1
0
代
・
2
0
代
・
3
0
代
・
4
0
代
）

〔
リ
レ
ー
〕
▽
職
場
対
抗
リ
レ
ー
、
▽

町
内
役
職
員
リ
レ
ー
、
▽
公
民
館
役
員

リ
レ
ー
。

〔
団
俸
競
技
〕
▽
来
賓
・
一
般
、
▽
青

年
、
▽
婦
人
（
ダ
ン
ス
）
。

〔
参
加
人
員
〕
徒
罪
競
技
は
各
種
目
と

も
一
公
民
舘
二
人
～
五
人
と
す
る
。

公
民
館
対
抗
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
▽
と
き
1
1
1
1
月
9
日
、
午
前
9
時
開

会
、
▽
と
こ
ろ
1
1
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ト
（
雨

天
の
と
き
は
中
央
公
民
館
と
東
郷
小
・

中
の
体
育
館
）
▽
参
加
資
格
1
1
東
郷
町

民
で
公
民
館
長
の
推
せ
ん
し
た
者
。
た

だ
し
、
学
生
、
生
徒
を
除
く
。
▽
チ
ー

ム
編
成
n
公
民
館
単
位
で
男
女
と
も
各

一
チ
ー
ム
（
男
子
2
6
歳
～
2
9
歳
3
人
・

30

繧
R
人
・
4
0
代
3
人
、
女
子
2
6
歳
～

29

ﾎ
3
人
・
3
0
代
4
人
・
4
0
代
2
人
）

た
だ
し
、
女
子
の
2
6
歳
以
下
の
既
婚
者

と
男
女
と
も
上
位
年
代
が
下
位
年
代
に

出
場
で
き
る
．
、
補
欠
は
各
年
代
か
ら
一

人
、
計
三
人
。
年
齢
は
満
年
齢
で
1
1
月

9
日
が
基
準
日
．
、
年
齢
の
違
反
を
し
た

チ
ー
ム
は
そ
の
試
合
は
失
格
。
年
齢
は

試
合
の
開
始
前
に
確
認
。
ハ
チ
マ
キ
目

26

ﾎ
～
2
9
歳
が
赤
、
3
0
代
が
白
、
4
0
代

は
な
し
．
、

　
▽
競
技
方
法
。
コ
ー
ト
ー
男
子
長
さ

21

ﾞ
、
幅
1
0
・
5
屑
、
女
．
子
長
さ
1
8
拶
、

幅
9
層
。
ネ
ッ
ト
の
高
き
陛
男
子
2
層

2
5
靴
．
、
女
子
2
渚
1
0
穂
．
。
試
合
は
三
セ

ッ
ト
2
1
点
ゲ
ー
ム
　
（
雨
天
の
と
き
は
一

セ
ッ
ト
ー
5
点
で
、
決
勝
の
み
2
1
点
）

。
サ
ー
ブ
は
一
回
限
り
、
サ
ー
ブ
の
失

敗
は
相
手
方
の
得
点
・
サ
ー
ブ
権
が
な

く
て
も
相
手
コ
ー
ト
に
球
を
返
し
、
相

手
方
が
ミ
ス
を
し
た
と
き
は
得
点
と
サ

ー
ブ
権
を
得
る
。
こ
の
場
合
サ
…
ブ
を

行
う
前
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
．
．

ネット

③
↓
②
↓
C

↓
　
　
　
　
　
↑

④
　
　
⑦
　
　
⑨

↓
　
　
↑
／
↑

⑤
一
◎
　
　
⑱

。
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
三
揖
の
と
こ

ろ
に
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
を
引
く
．
．
後
衛

は
こ
の
ラ
イ
ン
よ
り
前
で
ネ
ッ
ト
の
高

さ
よ
り
上
に
あ
る
ボ
：
ル
を
返
球
し
て

は
な
ら
な
い
。

早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
七
月
二
十
七
日
か
ら
町
内
の
第
一
回

早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
町
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
．
．
大
会
に
は

町
内
か
ら
十
↓
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
九

月
一
日
に
終
了
し
ま
し
た
、
．

　
つ
づ
い
て
、
九
月
八
日
か
ら
第
二
回

目
の
大
会
が
始
ま
り
、
一
回
目
よ
り
ニ

チ
ー
ム
多
い
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
、
ニ

パ
ー
ト
に
分
れ
て
毎
朝
試
合
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
第
一
回
大
会
の
成
績

　
優
㎜
勝
　
鶴
謂
野
内
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
田
野
チ
ー
ム

　
三
位
　
福
瀬
O
B
チ
…
ム

郡
民
体
育
大
会

　
東
臼
杵
郡
内
の
各
町
村
が
集
っ
て
、

八
月
三
十
一
日
、
西
郷
村
で
郡
民
体
育

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
か
ら

新
し
く
少
年
の
部
（
中
学
生
）
の
種
目

が
加
え
ら
れ
、
総
勢
二
十
八
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
．
．

　
成
績
は
、
男
子
の
部
で
三
位
に
入
賞

し
た
も
の
の
、
女
子
の
部
で
参
加
者
が

少
な
く
、
結
局
総
合
で
六
位
で
し
た
．
、

昭50．10．1．
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国
民
健
康
保
険
税
が
確
定

異
議
申
立
て
は
6
0
日
以
内
に

　
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
が
確
定

し
、
先
月
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
納
税

通
知
書
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
賦

課
に
つ
い
て
異
議
が
あ
り
ま
し
た
な
ら

ば
、
納
税
通
知
書
を
受
取
っ
た
日
か
ら

六
十
日
以
内
に
、
文
書
に
よ
り
異
増
議
の

申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
額
は
次
の
税
率
に
よ
っ
て
算
出
し
て

い
ま
す
．
、

　
　
所
得
割
額
…
二
・
九
九
％

　
　
資
産
割
額
…
五
八
・
三
八
％

　
　
均
等
割
額
…
一
人
当
り
四
千
六
百

　
　
　
　
　
　
四
十
一
円

　
　
平
等
割
額
…
一
世
帯
当
り
六
千
二

　
　
　
　
　
　
百
八
十
円

　
被
保
険
者
数
は
四
月
一
日
現
在
で
課

税
し
て
い
ま
す
が
、
七
月
三
十
一
日
ま

で
に
被
保
険
者
の
異
動
届
を
さ
れ
た
分

に
つ
い
て
は
月
割
課
税
の
計
算
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
場
合
の
年
税
額
は

税
率
計
算
と
ち
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
保
険
税
を
大
き
く
分
け
る
と
納

税
能
力
に
よ
る
も
の
と
、
受
益
に
よ
る

も
の
、
つ
ま
り
応
能
割
と
応
益
割
に
分

け
ら
れ
ま
す

　
応
能
割
は
町
民
税
課
税
の
際
に
決
定

　さ
れ
る
所
得
額
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る

所
得
割
干
と
、
固
定
資
産
税
額
に
よ
り

課
税
さ
れ
る
資
産
割
興
に
な
り
ま
す
。

　
応
益
割
は
被
保
険
者
の
一
人
一
人
に

課
税
さ
れ
る
均
等
割
額
と
、
そ
の
世
帯

一
世
帯
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
世
帯
別

平
等
割
額
に
な
り
ま
す
。

税
は
医
療
費
の
3
5
％

　
保
険
税
は
総
療
養
給
付
費
、
任
意
給

付
費
、
保
険
施
設
費
の
合
計
額
つ
ま
り

支
出
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
費
用
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
病
院

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
（
三
〇
％
）

国
庫
負
担
金
（
四
〇
％
）
、
調
整
交
付

金
（
五
％
）
を
差
し
引
い
た
額
（
四
五

％
）
が
税
金
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の

税
金
の
割
合
は
総
療
養
給
付
費
に
対
し

て
六
五
％
に
あ
た
り
ま
す
が
、
本
町
で

は
こ
と
し
は
三
五
％
に
お
さ
え
て
い
ま

す
。
そ
の
差
額
は
国
庫
補
助
金
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
が
高
く
な

れ
ば
税
金
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
病
気
な
ど
の
事
情
に
よ
り
所

得
の
低
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
税
の
軽

減
を
は
か
る
制
度
も
あ
り
ま
す
．
．
こ
れ

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
世
帯

の
所
得
額
と
被
保
険
者
数
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
ま
す
。

　
擬
制
世
帯
と
い
う
の
は
、
世
帯
主
が

社
会
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
子
ど
も

が
所
得
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
世
帯
主
の

社
会
保
険
に
加
入
で
き
な
か
っ
た
と
き

に
擬
制
世
帯
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合

世
帯
主
の
所
得
が
保
険
税
に
は
ね
か
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●

昭和50年度国民健康保険税算出方法（計算例）

〔例3〕軽減世帯に該当しない普通世帯の場合。

○被保険者数5人で総所得72万円、固定資産税額

　1万円の世帯の場合。
　　720，000円一190，000円＝530，000円

　　　　　　　　　　　　2．99　　　　　　　　　　　　　　　＝15，847円　所得割額　530，000円×
　　　　　　　　　　　　　100

自粛額1・・…円民器一・838円

　均等割額　5人　　　×4，641円＝25，205円

　平等割額　1世帯　×6，280円

算出税額　　　　　　　　　　　51，170円

　※この世帯の国民健康保険税　51，170円

〔例4〕・擬制世帯（世帯主が他保険者）の場合。

○被保険者数1人で家族数3人・所得割課税標準額72万円

　固定資産税額1万円の世帯の場合。　（ただし、所得・資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　産世帯主のみ）
　　　　　　　　　　　　2．99　　　　　　　　　　　　　　　＝21，528Pヨ　所得割額　720，000円×
　　　　　　　　　　　　　100

資産割額1・・…円・58 妤黶E838円

　均等割額　→2人　　×4，641円＝9，282円

　平等割額　　1世帯×6，280円＝6，280円

算出税額　一（世帯主も被保険者とみなす。）42，928円

離翻・腿険煮難翻ゾ蜘
　　　　　　・（均等纐）催響鑑｝

　（21，528円x％）＋（5，838＋％）＋4，641円＝22，885円

14，352円＋3，892円＋4，641円＝22，885円（軽減額）

42，928円一22，885円＝20，043円

※この世帯の国民健康保険税　20，040円

〔例1〕19万円以下の世帯（軽減世帯該当）

○被保険者数1人で所得・資産のない世帯の場合。

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

　　　　　　　　　　0円

　　　　　　　　　　0円
1人　×4，641円；4，641円

1世帯×6，280円＝6，280円

算出税額　　　　　　　　　10，921円

10，921円一4，765円（軽減額）＝6，156円

※この世帯の国民健康保険税　6，150円

〔例2〕19万1円以上の世帯（軽減世帯該当）

○被保険者数5人で総所得71万円、固定資産税額

　1万円の世帯の場合。

　　（総所得）一（基礎控除）＝　（所得割課税標準）

　710，000円一190，000円；520，000円

　　　　　　　　　　　　2．99　所得割額520，000円×　　　　　　　　　　　　　　　＝15，548FI1
　　　　　　　　　　　　　100

資醐額1・…円・響一・838円

　均等割額　5人　　x4，641円＝23，205円

　平等割額　1世帯　　×6，280円＝6，280円

算出税額　　　　　　　　　　　50，871円

50，871円一8，517円（軽減額）＝42，354円

　※この世帯の国民健康保険税　42，350円
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節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

目
だ
つ
目
的
外
使
用

…
…
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
も
自
家

用
車
の
洗
車
、
じ
ゃ
口
の
止
め
忘
れ
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

お
互
い
が
節
水
に
つ
と
め
注
意
し
合
う

こ
と
で
相
当
の
飲
料
水
が
確
保
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
役
場
で
も
水
道
使
用
者

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
冬

に
か
け
て
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
の

で
、
水
道
の
使
用
に
つ
い
て
は
絶
大
な

る
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
山
陰
地
区
簡
易
水
道
施
設
の
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
再
三
に
わ
た
り
断

水
、
節
水
、
給
水
制
限
を
す
る
な
ど
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
深

く
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
は
夏
期
に
は
い
り
七
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
連
続
的
に
断
水
が

起
り
、
日
常
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
飲

料
水
の
供
給
を
制
限
に
追
い
込
み
ま
し

た
が
、
こ
の
大
き
な
原
因
は
飲
料
水
以

外
に
多
量
の
水
が
使
用
さ
れ
て
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば

①
田
植
期
及
び
植
付
後
の
水
田
か
ん

　
が
い
用
と
し
て
消
火
栓
か
ら
水
を
引

　
き
込
む

④③②◎⑤

養
蚕
室
の
屋
根
冷
却
用
散
水

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
洗
車

洗
た
く
幽
す
す
ぎ
水
の
連
続
使
用

騒
動
す
す
ざ

プ
ー
ル
の
清
掃
・
貯
水

水
道
配
管
の
故
障

た
だ
今
工
事
中

　
国
庫
補
助
事
業

▽
市
の
股
林
道
災
害
復
旧
　
延
長
1
1
二

十
六
層
、
工
事
費
口
百
九
十
五
万
円
、

工
期
1
1
十
一
月
十
日
。

▽
た
ば
た
林
道
災
害
復
旧
　
延
長
1
1
十

四
層
、
工
事
費
一
1
百
八
万
円
、
工
期
陸

十
月
二
十
五
日
。

▽
町
道
地
内
～
河
原
線
改
良
　
延
長
一

百
四
十
七
餌
、
工
事
費
“
六
百
十
万
円
、

工
期
H
十
一
月
三
十
日
。

　
町
単
独
事
業

▽
川
崎
地
区
農
道
整
備
　
延
長
1
1
四
百

三
十
六
掴
、
工
事
費
H
六
百
四
十
五
万

円
、
工
期
麗
十
一
月
三
十
日
。

▽
長
崎
地
区
農
道
整
備
　
延
長
1
1
五
百

六
十
）
掴
、
工
事
費
腫
九
百
二
十
五
万
円
、

工
期
1
1
十
一
月
三
十
日
。

▽
町
道
野
々
崎
～
庵
心
線
改
良
　
延
長

◆
ち
，
’
．
6
・
．
・
．
‘
、
，
二
6
、
，
曳
．
・
．
，
く
‘
，
嚇
・
．
，
ノ
9
．
．
・
♂
き
・
．
．
◆
、
㌧
，
。
・
．
，
し
，
ζ
．
9
◎
，
ζ
～
，
，
・
．
ノ
・
，
～
．
．
・
⊃
、
：
、
．
、
～
・
・
，
ζ
’
，
．
・
．
’
メ
・
，
．
・
」
、
．
9
，
・
、
覧
9
■
．
，
覧
‘
、
・
仙
．
ご
〆
．
，
：
♂
，
墜
．
，
．
，
、
：
．
．
㌧
く
，
：
．
‘
’
：
＝
’
3
・
・
ド
：
㍉
＝
・
・
、
・
隻
♂
「
く
‘

適
期
に
土
壊
消
毒

ク
ワ
シ
ソ
ト
メ
タ
マ
バ
エ

　
ク
ワ
シ
ン
ト
二
三
マ
バ
ェ
に
つ
い

て
は
、
さ
き
ご
ろ
新
聞
で
報
道
さ
れ
た

よ
う
に
本
町
全
桑
園
面
積
の
六
〇
％
か

ら
七
〇
％
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
虫
の
形
態
は
、
幼
虫
が
桑
の
生

長
点
に
寄
生
食
害
し
て
生
長
を
止
め
、

や
が
て
桑
の
先
端
が
ほ
う
き
状
を
し
め

し
て
、
収
量
が
減
る
ば
か
り
で
な
く
、

予
定
し
た
桑
の
収
量
が
得
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
ク
ワ
シ
ン
ト
メ
タ
マ
バ
エ
は
、
老
熟

幼
虫
で
越
冬
し
た
も
の
が
、
六
月
上
旬

か
ら
蝋
化
（
よ
う
か
）
、
羽
化
し
て
地

上
に
現
わ
れ
ま
す
。
無
風
状
態
の
場
合

は
一
溜
か
ら
二
齎
飛
び
ま
す
が
、
強
風

の
一
場
合
は
二
十
所
か
ら
三
十
耕
の
範
囲

で
活
動
し
ま
す
。

　
交
尾
し
た
雌
は
、
頂
芽
内
に
一
匹
の

雌
で
三
十
粒
卵
を
産
卵
し
ま
す
、
ふ
化

し
た
幼
虫
は
一
見
ウ
ジ
状
で
五
日
か
ら

十
日
で
体
長
ニ
ミ
リ
と
な
り
、
桑
組
織

部
に
口
を
さ
し
こ
ん
で
成
育
し
ま
す
。

　
数
日
で
成
熟
す
る
と
芽
か
ら
地
上
、

さ
ら
に
浅
い
土
中
に
潜
入
し
薄
い
マ
ユ

を
つ
く
っ
て
さ
な
ぎ
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
十
月
の
中
旬
ご
ろ
ま

で
の
間
に
六
回
ぐ
ら
い
発
生
を
繰
り
返

し
ま
す
。

桑
園
の
雑
草
防
除

　
駆
除
方
法
は
、
土
壊
消
毒
と
し
て
ダ

イ
ヤ
ジ
ノ
ン
粒
剤
を
一
〇
督
当
り
六
キ

ロ
、
地
表
面
積
に
散
布
し
て
土
と
混
和

し
ま
す
。
時
期
は
、
十
月
下
旬
と
五
月

下
旬
に
土
壊
処
理
を
し
ま
す
。
地
上
散

布
は
、
六
月
上
旬
に
ゲ
ッ
プ
テ
レ
ッ
ク

ス
乳
剤
の
千
倍
液
を
一
、
○
ノ
当
り
二
百

認
散
布
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に

か
け
て
の
一
週
間
内
に
二
回
、
D
D
V

P
乳
剤
の
千
倍
液
一
〇
－
7
ル
当
り
二
百
認

散
布
、
七
月
下
旬
に
、
前
記
の
方
法
で

追
打
ち
防
除
と
し
て
一
週
間
に
二
回
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
害
虫
の
多
発
地
帯
で
は
、

農
家
の
自
発
的
申
合
せ
に
よ
り

①
　
飼
育
を
一
驚
期
休
止
し
て
、

　
せ
い
に
、

　
な
防
除
が
必
要
。

②
桑
園
管
理
と
し
て
、

　
園
の
土
深
耕
起
を
し
て
、

　
を
殺
減
す
る

養
蚕

　
　
　
　
　
　
　
い
つ

し
か
も
連
続
的
に
決
断
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
期
間
に
桑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
冬
幼
虫

　
　
　
　
　
　
（
石
灰
窒
素
を
一
〇
7
ル

　
当
り
六
十
キ
ロ
施
用
す
る
と
効
果
的

　
で
あ
る
）

③
　
桑
園
に
雑
草
が
あ
る
と
シ
ン
ト
メ

　
タ
マ
バ
エ
の
生
育
を
促
す
の
で
、
雑

　
草
の
防
除
を
行
う
の
が
望
ま
し
い
。

④
防
除
に
あ
た
っ
て
は
、
適
期
に
お

　
け
る
い
っ
せ
い
防
除
を
実
施
す
る
。

以
上
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
七
百
三
十
九
溜
、
工
事
費
1
一
一
千
二

百
五
十
八
万
、
工
期
”
十
二
月
二
十
五

B
。▽

音
羽
橋
改
良
　
延
長
目
六
十
九
麿
、

（
橋
の
長
さ
九
層
）
、
工
事
費
罫
八
百
三

十
五
万
円
、
工
期
一
十
一
月
三
十
日
。

▽
町
立
病
院
医
師
住
宅
新
築
へ
二
棟
）

工
事
費
H
一
千
四
百
三
十
五
万
円
、
工

期
1
1
十
一
月
三
十
日
。

▽
第
十
部
消
防
器
庫
改
築
　
工
事
費
目

百
九
十
万
円
、
工
期
1
1
十
一
月
三
十
日

増
資
の
お
願
い

東
郷
町
森
林
組
合
よ
り

　
山
を
緑
に
し
水
源
を
酒
養
へ
か
ん
よ

う
）
す
る
な
ど
、
経
済
を
豊
か
に
し
、

人
間
生
活
に
や
す
ら
ぎ
と
勇
気
を
与
え

る
こ
と
は
、
山
村
に
住
む
私
た
ち
の
責

務
で
あ
り
ま
す
。

　
森
林
組
合
は
こ
の
た
め
最
大
の
機
能

を
発
揮
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

皆
さ
ん
に
は
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
何
か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
し
か
し
、
森
林

組
合
が
本
来
の
使
命
を
達
す
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
内
容
の
充
実
を
期
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
る
七
月
二
日
の
定
期
総

会
に
お
い
て
、
出
資
金
の
増
加
目
標
が

四
百
万
円
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
今
、
各
部
落
に
目
標
を
提
示
し

て
目
標
達
成
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

近
く
役
員
が
お
伺
い
し
て
相
談
を
申
し

あ
げ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解

と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
、

尋
．
．
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花いっぱい運動

　本村こども会も推進

　
新
生
活
運
動
の
中
に
「
花
い
つ
ば
い

運
動
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
ご
ろ
で
は
町
内
あ
ち
こ
ち
で
、
花
の

あ
る
美
し
い
風
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
こ
と
に
、
道
路
わ
き
や
庭
先
の

色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
は
、
通
り
ゆ

く
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　
坪
谷
の
本
村
こ
ど
も
会
も
、
花
い
つ

ば
い
運
動
を
お
し
す
す
め
て
い
る
グ
ル

ー
プ
の
ひ
と
つ
で
、
親
子
そ
ろ
っ
て
県

道
わ
き
で
コ
ス
モ
ス
や
カ
ン
ナ
な
ど
の

手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
、
，
ほ
か
に
も
各

小
・
中
学
校
や
鈴
三
園
、
老
人
福
祉
館

な
ど
で
も
美
し
い
花
が
見
ら
れ
ま
す
．
、

昨
年
の
こ
ど
も
の
声
を
聞
く
会
で
も
花

も
育
て
、
郷
土
を
美
し
く
し
ょ
う
と
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
力
で
花

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

咽監懲魏
〆
．耀
蜘

恥
講

饗
L
彫

懸i箋

郷

　
東
郷
中
学
校
の
生
徒
出
入
口
に
、
八

月
二
十
六
日
、
校
章
が
取
り
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
野
田
の
井
上
上

之
進
さ
ん
が
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
三
月
に
、
東
郷
中
学
校
の
新
し

い
校
舎
が
落
成
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

記
念
し
て
井
上
さ
ん
か
ら
寄
付
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
側
で
い
ろ
い

ろ
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
永
久
に
残
る
も

の
で
、
生
徒
た
ち
が
朝
夕
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
愛
校
心
が
育
て
ら
れ
る
、
と
い

う
こ
と
で
こ
の
校
章
に
決
っ
た
も
の
で

す
．
．
さ
っ
そ
く
、
技
術
（
製
図
）
担
当
の

黒
木
先
生
が
製
図
し
、
延
岡
の
業
者
に

製
作
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
校
章
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
校

歌
ど
と
も
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

螢
手
朔
あ
ゆ
み

一
ぬ
」
写
～

（
3
4
）

塩
月
儀
市

三
　
昭
和
時
代
⑦

東都町5

．、

東
郷
中
の
生
徒
出
入
口
に
校
章

小
野
田
の
井
上
さ
ん
が
贈
る

留
．
眉
『嚇

　
　
昭
和
二
十
三
年
に
、
東
郷
村
役
場

　
事
務
条
例
が
制
定
さ
れ
、
総
務
、
経

閃
　
済
、
財
務
の
三
食
を
置
い
て
役
場
事

　
務
を
処
理
し
ま
し
た
．
、

　
　
五
月
に
は
各
部
落
に
公
民
館
を
設

、
卜
し
て
社
今
教
育
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

　
し
、
十
「
月
に
は
は
じ
め
て
文
化
祭

　
を
開
催
し
て
総
合
文
化
展
を
開
き
、

　
農
林
産
物
展
、
手
芸
品
展
、
生
花
展
、

　
牧
水
展
、
刀
剣
展
、
書
画
展
、
学
童

　
作
品
展
を
は
じ
め
民
族
芸
能
と
し
て

　
臼
太
鼓
、
神
楽
、
村
芝
居
な
ど
も
行

　
い
ま
し
た
。

　
　
本
町
に
農
業
改
良
普
及
員
が
駐
在

　
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
業
技
術
の
指

　
導
、
農
村
生
活
の
改
善
指
導
に
あ
た

　
り
ま
し
た
。

　
　
十
二
月
に
は
砂
糖
が
調
味
用
と
し

　
て
一
般
家
庭
に
配
給
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
　
米
の
強
制
供
出
が
は
じ
め
ら
れ
た

　
の
は
昭
和
十
七
年
で
す
が
、
戦
後
食

　
糧
事
情
の
急
迫
と
と
も
に
、
連
合
軍

　
の
指
令
に
よ
っ
て
供
米
制
度
が
厳
重

　
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
村
は
農
業
会
の
協
力
を
得
て
各
農

　
家
に
対
し
て
供
米
の
割
当
を
し
て
、

　
そ
の
完
逐
に
つ
と
め
ま
し
た
が
、
農

呼
民
の
供
米
に
対
す
る
意
識
の
低
調
も

沸
手
伝
っ
て
、
毎
年
供
米
に
は
大
へ
ん

　因

�
ｪ
伴
い
ま
し
花
当
時
の
村
↑

小
野
弘
氏
、
経
済
課
長
黒
木
松
美
氏

は
課
員
と
共
に
、
供
米
の
督
励
に
つ

　　
@　
@　
@　
@　
@　@　～

と
め
、
農
家
一
軒
一
軒
を
訪
問
し
て

懇
請
し
て
回
り
ま
し
た
，
そ
の
た
め

毎
夜
寝
に
つ
く
の
は
午
前
二
時
、
三

時
で
、
時
に
は
夜
を
徹
し
て
懇
請
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
．
．

　
鱗
軸
撫

暗

ま
し
た
．
．

　
十
一
月
に
は
各
部
落
公
民
館
が
部

罐
辞
簿
膿
聾
凝
賠
㌔
　

譲
評
論
耽
の
向
上
に
大
　

原
籍
蟹
麟

野
壷
織
ゼ

鞭
獣
難

し
、
本
村
経
済
振
興
五
力
年
計
画
案
極

の
礎
騨
脚
酷
詳
報
　

藝
は
・
め
ま
≒
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

．
う
」
と
国
旗
霧
錫
農
開
よ

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　　
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お知らせ

黙

昭50．10．1

消
貿
生
活
展
示
云

パ
ネ
ル
や
商
品
を
展
示

　
宮
崎
市
に
あ
る
県
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
パ
ネ
ル
や
商
品
、
実
物
の
展
示

を
通
じ
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
基
礎

的
な
知
識
や
商
品
選
択
の
知
識
を
学
ぶ

移
動
展
示
会
が
本
町
で
開
か
れ
ま
す
。

　
展
示
期
間
中
に
は
公
民
館
対
抗
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

展
示
会
に
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
ロ
ー
1
月
8
日
・
9
日
、
展
示
時

間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
。

▽
と
こ
ろ
唖
－
中
央
公
民
館
二
階

▽
展
示
コ
ー
ナ
ー
1
ー
マ
ー
ク
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
洗
剤
、
食
品
添
加
物
、
し
ょ

う
ゆ
、
化
粧
品
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
情

報
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
な
ど
。
な
お
、
展

示
会
場
1
7
』
は
商
品
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
、

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
。

行
政
相
談
週
間

　
十
月
十
二
日
遅
ら
十
八
日
ま
で
の
一

週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
国
や
県
、
町
の
行
政
に
対
し
て
要
望

や
苦
情
の
あ
る
か
た
は
、
え
ん
り
ょ
な

く
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
忙
し
い

人
は
電
話
や
書
面
で
も
結
構
で
す
。

　
　
行
政
相
談
委
員
　
塩
月
儀
市

　
　
　
　
　
　
電
話
　
五
八
二
三
番

県
民
手
帳
の
あ
っ
せ
ん

　
一
九
七
六
年
版
県
民
手
帳
の
あ
っ
せ

ん
を
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
一
冊
二
百

三
十
円
で
、
組
合
長
ま
た
は
企
画
開
発

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
十
一
月

上
旬
に
配
布
の
予
定
で
す
。

電
話
ケ
ー
ブ
ハ
線

の
猟
銃
事
故
防
止

日
向
電
報
電
話
后
よ
り
お
願
い

　
近
年
銃
弾
に
よ
る
電
話
ケ
ー
ブ
ル
線

の
損
傷
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、
電
話

回
線
の
故
障
が
相
次
ぎ
、
き
わ
め
て
憂

慮
す
べ
き
実
情
に
あ
り
ま
す
。

　
当
局
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
事
故
防
止

に
、
注
意
標
識
の
取
付
け
あ
る
い
は
ハ

ン
タ
ー
へ
の
P
R
な
ど
積
極
的
に
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
笄
全
に
防
止

す
る
ま
で
に
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
蕩
々
公
社
で
は
市
内
通
話
の
ダ
イ
ヤ

ル
化
、
市
外
通
話
の
即
時
化
を
す
す
め

て
お
り
ま
す
が
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
は
都

会
は
も
ち
ろ
ん
効
外
や
山
林
な
ど
を
縦

横
に
走
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

一
部
の
損
傷
は
全
回
線
に
影
響
し
、
各

種
公
土
ハ
機
関
、
報
道
機
関
な
ど
重
要
な

通
信
の
ほ
か
、
一
般
の
皆
さ
ん
の
通
話

が
不
通
に
な
り
、
ご
不
便
を
か
け
る
ば

か
り
で
な
く
社
会
的
に
も
大
さ
な
問
題

に
な
る
わ
け
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
し
て
お

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
　
三
期

町
県
民
税
　
三
期

　
　
納
期
　
　
十
月
三
十
一
日

り
ま
す
の
で
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は

発
砲
前
に
付
近
に
は
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル

線
が
な
い
こ
と
を
よ
く
確
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
銃
弾
に
よ
る
損
傷
は
、
そ
の
発
見
に

多
大
な
苦
労
を
要
し
、
カ
ス
リ
傷
程
度

で
あ
っ
て
も
そ
こ
か
ら
浸
水
し
て
大
き

な
被
害
に
な
る
の
が
事
例
で
す
。

　
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
〃
電
話
ケ
ー
ブ

ル
を
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

簡
易
保
険
積
立
金
の
融
資

　
郵
政
省
の
簡
易
生
命
保
険
積
立
金
は

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
か
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
住
宅
・
教
育
・
道
路
な
ど
の

環
境
整
備
、
建
設
事
業
の
た
め
に
融
資

さ
れ
、
生
活
文
化
の
向
上
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
東
郷
町
の
昭
和
四
十
九
年
度
建
設
事

業
の
う
ち
、
簡
易
生
命
保
険
積
立
金
の

融
資
を
う
け
た
事
業
と
融
資
額
は
つ
ぎ

の
と
お
・
り
で
す
。

▽
町
営
住
宅
　
七
千
七
百
万
円

▽
東
郷
中
校
舎
　
六
千
五
百
五
十
万
円

か
ん
ぽ
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
簡
保
資
金
融
資
施
設
を
題
材
と
し
た

明
る
い
作
品
で
、
サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー
が

ス
ラ
イ
ド
三
五
ミ
リ
以
上
、
白
黒
は
四

つ
切
り
。
作
品
は
各
郵
便
局
の
保
険
窓

口
で
受
付
け
て
お
り
、
し
め
切
り
は
昭

和
五
十
一
年
一
月
十
六
日
。
カ
ラ
ー
、

白
黒
の
両
部
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
が
贈
ら
れ

応
募
者
全
員
に
は
参
加
賞
進
呈
。

　
さ
ら
に
く
わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た

い
か
た
は
、
郵
便
局
の
保
険
窓
口
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

町
職
員
の
発
令

〔
退
職
〕
　
8
月
3
1
日
付

小
川
妙
子
戸
国
民
健
康
保
険
病
院
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
に
か
え
て

　
御ソ

　
福
　
瀬
の
吉
田
力
弥
さ
ん
か
ら
（
タ
ケ
ォ
さ
ん
・
6
7
歳
ご
死
去
）

こ
れ
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金
へ
こ
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
し
た
。
　
　
　
・

奮一一・人

；
言　　（）

1　　男

＝　　女
…
≡総　数
＝

i世帯数

50年9月1日現在

は醜態月比

・1川1川岡■61川℃ll川冒電■lllll．．Ill●－．II川鱒ll旧．：

口・・Illll・1・哩

　　　　≡
　　　　≡
3，409人　＝

（＋3）　1

3，605人1

（一3）　　＝

7，014人1

（エ0）　　≡
1，804世帯＝

（一3）　呈

懸
縢
論
評

　
　
　
　
　
8
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

黒成鶴中東山山大大阿i赤

木實田沢・里「 @万「奪

篁睾畿響鴛亮笙訓1

正米吉 綠K f敏努
弘美則　　男瓦男広男1名
寺迫福仲迫小越小小坪部
講瀬深器表器谷；落

橋甲長1氏彙

本斐渡曜

葺二藤

617977コ

口　　…コ

坪鶴福部
講瀬落
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